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期日 件　　名
1 金
2 土

3 日 かごしま検定　第37回マスター、第35回シニアマスター、
第24回グランドマスター試験　於 :14階ほか

4 月
5 火 ベストサービスセミナー　14:00～16:00　於 :14階
6 水
7 木 かごしま商人塾　第1回　18:30～20:00　於 :14階
8 金
9 土

10 日 珠算段位認定検定試験　於 :14階ほか
11 月
12 火 かごしま商人塾　第2回　19:00～21:00　於 :14階
13 水 ワンストップ専門相談会　13：30～16：00　於 :13階
14 木
15 金 かごしま商人塾　第3回　19:00～21:00　於 :14階
16 土
17 日

18 月 決算・確定申告相談会（～3/15迄）　於 :13階
かごしま商人塾　第4回　19:00～21:00　於 :14階

19 火
20 水 第83回リテールマーケティング（販売士）検定試験　於 :4階ほか　
21 木
22 金
23 土
24 日 第151回簿記検定試験　於14階ほか
25 月
26 火
27 水
28 木 かごしま商人塾　第5回　19:00～21:00　於 :14階
※予定は変更になる場合があります。

◆川路利良の銅像（霧島市横川町）
日本の警察制度の創設者であり、初代大警視として知られる

川路利良。それだけに、鹿児島県警本部前には等身大の銅像が
建立されている。その銅像は有名だが、鹿児島県内にあるもう
ひとつの銅像は知られていない。川路利良は鹿児島市の皆与志
町の出身で、誕生した場所には記念碑などが建立されているが、
そこではない。場所は霧島市横川町にあり、交通量の多い通り
から少し離れた場所にあるので、あまり気づかれていない。そ
の銅像は、平成２年に建立されていて、除幕式には鹿児島県警
本部長やフランキー堺氏らが祝辞を述べている。なぜ、この地
に建立されたかは銅像の横にある「民部塚」と刻まれた石に由来
している。戦国期に横川城の城主であった北原伊勢守は、島津
義弘に攻め込まれ、最終的には落城してしまう。その際に一緒
に戦ったのは弟の北原民部であったが、その戦いで戦死してし
まう。島津義弘に敗れた北原伊勢守は、横川の地を離れて蒲生
に逃れて、北原姓を川路姓に改めて生活するようになる。これ
が川路利良のルーツであり、横川の地は先祖ゆかりの地という
ことになる。皆与志で過ごしていた川路利良は、時々先祖ゆか

りの地を訪れていたとされていて、この地に銅像が建立される
意味は多いにあるといえる。

さて川路利良は警視隊の立場として、西郷隆盛が明治７年に
鹿児島で私学校を設立して、その生徒らが不穏な動きをしない
かを偵察するための密偵団を派遣している。その密偵団の存在
が、西南戦争のきっかけのひとつにもなったこともあり、鹿児
島ではあまり顕彰されてこなかった。また西南戦争でも警視隊
は、田原坂の戦いでは抜刀隊を編成して形勢を有利にし、水俣
方面の戦いでは別働第三旅団として辺見十郎太の雷撃隊を追い
詰めるなどの活躍を見せている。このように西南戦争では西郷
軍とは敵対する関係にあったが、日本の警察制度を確立した人
物だけに、もっと評価や顕彰されてほしい人物といえる。
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鹿児島空港国際線利用者数過去最高を記録

鹿
児
島
空
港
国
際
線
利
用
者
数

過
去
最
高
を
記
録

～
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
好
調
を
牽
引
～

鹿
児
島
空
港
国
際
線好

調
を
維
持

昨
今
の
全
国
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
拡
大
を
受
け
、
本
県
の
平
成
29
年
外

国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
74
万
４
１
８
０
人

と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
平
成
30
年
に

入
っ
て
も
順
調
に
推
移
し
、
９
月
末
時
点

で
約
59
万
人（
前
年
比
１
０
８
％
）と
過
去

最
高
ペ
ー
ス
を
維
持
し
て
い
る
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
鹿
児
島
空

港
国
際
線
利
用
者
数
も
年
々
増
加
し
て
お

り
、
平
成
26
年
度
か
ら
４
年
連
続
で
過
去

最
高
を
更
新
し
て
い
る
。【
表
１
】

こ
こ
数
年
の
国
際
線
定
期
便
の
就
航
数

の
増
加
は
目
覚
ま
し
く
、
平
成
28
年
３
月

時
点
で
は
週
12
便
だ
っ
た
の
が
、
平
成
29

年
１
月
に
は
週
18
便
、
平
成
30
年
４
月
に

は
週
24
便
、
そ
し
て
現
在
冬
ダ
イ
ヤ
の
増

便
も
含
め
る
と
週
38
便
に
及
び
、
３
年
間

で
約
３
倍
に
伸
び
て
い
る
。
路
線
別
に
は

ソ
ウ
ル
線
週
15
便
、
上
海
線
週
２
便
、
台

北
線
週
５
便
、
香
港
線
週
13
便
、
テ
グ
線

週
３
便
で
あ
る
。

特
に
香
港
、
ソ
ウ
ル
線
に
つ
い
て
は
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ（
格
安
航
空
会
社
）の
香
港
エ
ク
ス

プ
レ
ス
航
空
や
イ
ー
ス
タ
ー
航
空
、
チ
ェ

ジ
ュ
航
空
の
就
航
が
便
数
拡
大
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。

平
成
29
年
度
の
路
線
別
の
利
用
者
数
は
、

香
港
線
が
前
年
度
比
35
％
増
の
15
万
人
、

台
北
線
が
33
％
増
の
６
万
人
、
ソ
ウ
ル
線

【表2】　鹿児島空港国際線 定期便 路線別利用者数の推移 【表1】　鹿児島空港 年度別国際線利用者数

出典：鹿児島空港HPより
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政
府
は
２
０
２
０
年

に
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
を
４
０
０
０
万
人
と

す
る
数
値
目
標
を
掲

げ
、
２
０
１
８
年
に
は

初
め
て
３
０
０
０
万
人

を
突
破
す
る
な
ど
、
外

国
人
旅
行
者
数
は
着
実

に
増
え
続
け
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
も
鹿

児
島
空
港
の
平
成
29
年

度
の
国
際
線
利
用
者
数

が
過
去
最
多
の
33
万
人

を
記
録
し
、
平
成
30
年

度
も
好
調
を
維
持
し
て

い
る
。

本
特
集
で
は
、
国
際

線
利
用
者
の
推
移
や
本

県
の
入
込
客
の
特
徴
な

ど
を
紹
介
す
る
。
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が
１
２
６
％
増
の
９
万
４
千
人
、
上
海
線

が
８
％
増
の
１
万
７
千
人
と
全
て
の
路
線

で
昨
年
を
上
回
っ
た
。【
表
２
】

急
増
す
る
国
際
線
利
用
者
に
対
応
す
る

た
め
、
鹿
児
島
空
港
で
は
国
内
線
と
共
用

し
て
い
る
２
基
の
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ
リ
ッ

ジ
の
１
基
増
設
や
Ｃ
Ｉ
Ｑ
機
能
の
一
体
的

な
改
修
・
待
合
所
の
拡
張
を
進
め
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
目
的
の
旅
行
者
が
好
調

観
光
庁
の「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
」に
よ
る
と
、
平
成
29
年
に
鹿
児
島
県
を

訪
れ
た
外
国
人
の
来
訪
目
的
は
観
光
・
レ

ジ
ャ
ー
が
約
８
割
を
占
め
て
お
り
、
続
い

て
親
族
・
知
人
訪
問（
６
％
）、
ス
ポ
ー
ツ
・

ス
ポ
ー
ツ
観
戦（
５
％
）、
そ
の
他
ビ
ジ
ネ

ス（
４
％
）、
企
業
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
２
％
）

と
続
く
。

本
県
の
入
り
込
み
の
特
徴
は
、
ス
ポ
ー

ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
目
的
と
し
た
訪
問
者

の
割
合
が
高
く
、
全
国
平
均
の
約
０・３
％

を
大
幅
に
上
回
る
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
鹿
児
島
の
冬
の
温

暖
な
気
候
を
求
め
て
、
韓
国
を
中
心
と
す
る

ゴ
ル
フ
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
客
な
ど
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
国
際
会
議（
０
％
）や
展
示
・
見
本

市（
０
％
）な
ど
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
目
的

で
の
来
訪
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
九
州
の
他
県

と
比
較
し
て
も
低
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
好
調
が
顕
著

先
述
の
と
お
り
、
鹿
児
島
空
港
国
際
線

の
利
用
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

全
国
の
地
方
空
港
の
中
で
も
有
数
の
規
模

を
誇
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
鹿
児
島
空
港
の
平
成

29
年
出
入
国
者
数
を
み
る
と
、
外
国
人
の

２
４
５
、８
２
６
名
に
対
し
、
日
本
人
は

４
０
、０
２
６
名
と
６
倍
近
い
開
き
が
あ
る
。

ま
た
、
本
県
の
出
国
率（
人
口
に
占
め
る

出
国
者
の
割
合
）【
表
３
】は
、
４
％
前
後
で

推
移
し
て
お
り
、
全
国
平
均
約
14
％
を
大

き
く
下
回
る
全
国
43
位
と
低
調
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
近
年
の
国
際
線
の
利

用
者
数
の
伸
び
を
牽
引
し
て
い
る
の
は
外

国
人
利
用
者
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

今
後
、
人
口
減
少
、
高
齢
社
会
が
進
展

す
る
な
か
、
地
方
都
市
で
は
交
流
人
口
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
務
で
あ
り
、

空
の
玄
関
口
で
あ
る
国
際
定
期
路
線
の
担

う
役
割
は
大
き
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
航
空
路
線
は
政

治
的
要
因
や
世
界
的
な
経
済
状
況
に
よ
り

運
行
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

路
線
の
維
持
・
拡
大
を
図
る
上
で
は
、
日

本
人
の
利
用
者
数
を
増
や
し
、
安
定
的
な

運
航
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

【表3】　本県における出国率の推移
20%

15%

10%

5%

0%
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

鹿児島県
全国

12.3%
13.2% 13.5%

14.7%
13.9% 13.5% 12.8% 13.7%

14.4%

3.8% 4.1% 4.3% 4.7% 4.3% 4.1% 3.8% 4.0% 4.3%

出典：法務省「出入国管理統計」　総務省統計局「人口統計」

○鹿児島空港発着の国際定期路線時刻表（就航地発着時刻は現地時刻）
路線 運航曜日 鹿児島→就航地 就航地→鹿児島 路線 運航曜日 鹿児島→就航地 就航地→鹿児島

ソ
ウ
ル
線

月 17:30→19:35 14:45→16:35 上海線 水・土 13:20→14:25 09:50→12:30

火

11:30→13:15 06:50→08:35
台北線 月・火・木

金・日 12:00→13:30 08:10→11:00
15:00→16:40 08:45→10:20

17:30→19:35 14:45→16:35

香港線

月
13:10→15:55 08:25→12:20

水
11:30→13:15 08:45→10:20 16:05→19:00 11:00→15:05

17:30→19:35 14:45→16:35
火

13:25→16:15 08:05→12:05

木
15:00→16:40 06:50→08:35 16:00→18:50 10:55→15:00

17:30→19:35 14:45→16:35
水

13:10→15:55 07:55→11:50

金
11:30→13:15 08:45→10:20 16:20→19:15 11:10→15:25

17:30→19:35 14:45→16:35 木 16:00→18:50 11:15→15:10

土

11:30→13:15 06:50→08:35
金

13:20→15:55 08:05→12:05

15:00→16:40 08:45→10:20 18:00→21:00 11:50→16:05

17:30→19:35 14:45→16:35
土

13:10→15:55 07:55→11:50

日
17:30→19:35 14:45→16:35 16:20→19:15 11:10→15:25

19:20→21:05 16:15→17:50

日

13:35→16:10 07:55→12:00

テ
グ
線

火・木・土 09:30→11:00 12:50→14:10 16:00→18:50 11:15→15:10

※ダイヤは変更になる場合があります。	�  （平成31年2月現在）
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TALK
鹿
児
島
の
未
来
と
幸
せ
の
た
め
に
、オ
ー
ル
鹿
児
島
で
取
り
組
み
た
い

Q　
鹿
児
島
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

A　
鹿
児
島
に
は
こ
れ
ま
で
何
度
か
遊
び

に
来
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
出
水
で
ツ
ル
を
見
た
り
、
指
宿
で

砂
む
し
温
泉
に
入
っ
た
り
、
桜
島
に

渡
っ
た
り
、
天
文
館
で
美
味
し
い
も
の

を
い
た
だ
い
た
り
。
そ
し
て
仕
事
の
面

で
も
、
鹿
児
島
県
の
食
分
野
で
の
雇
用

創
出
で
い
っ
し
ょ
に
仕
事
を
し
た
県
の

担
当
者
も
、
素
晴
ら
し
い
方
ば
か
り
で

し
た
。
で
す
か
ら
、
そ
の
鹿
児
島
に
と

話
が
あ
っ
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
　

こ
ち
ら
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
と
、

鹿
児
島
の
良
い
と
こ
ろ
が
も
っ
と
見
え

て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
人
が
あ
た
た
か

い
で
す
ね
。
美
術
館
や
お
店
の
レ
ジ
待

ち
で
、
初
対
面
の
方
と
も
小
さ
な
会
話

が
生
ま
れ
る
。
そ
ん
な
素
敵
な
瞬
間
が

た
び
た
び
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
肉

も
魚
も
野
菜
も
、
何
も
か
も
が
美
味
し

い
。
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
て
き
た
魚
も
、

手
に
取
っ
た
だ
け
で
新
鮮
さ
が
わ
か
る
。

さ
ば
こ
う
と
し
て
包
丁
を
入
れ
た
と
き

の
手
応
え
で
も
感
じ
ま
す
。「
こ
ん
な
に

手
軽
に
、
こ
ん
な
に
い
い
も
の
が
手
に

入
る
の
!?
」と
驚
い
て
い
ま
す
。

Q　
副
知
事
就
任
前
に
は
、
ど
ん
な
仕
事

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
か
？

A　
内
閣
府
で
高
齢
社
会
対
策
を
担
当
し
、

高
齢
社
会
対
策
大
綱
の
閣
議
決
定
で
70

歳
超
の
就
業
支
援
の
議
論
に
道
を
拓
き

ま
し
た
。
内
閣
府
の
役
割
は
、
他
の
省

庁
の
施
策
の
指
針
と
な
る
方
向
性
を
定

め
る
こ
と
。
雇
用
対
策
・
年
金
・
福
祉

と
い
っ
た
分
野
だ
け
で
な
く
、
町
づ
く

り
や
先
端
技
術
の
活
用
な
ど
、
関
わ
る

施
策
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
地
方
創
生
・
地
域
雇
用
対

策
に
関
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
自
治
体
と

連
携
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
経
験

も
活
か
し
て
、
鹿
児
島
で
お
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
と
。
そ
う
思
っ
て
、

こ
ち
ら
へ
参
り
ま
し
た
。

Q　
鹿
児
島
県
政
の
今
後
は
？

A　
三
反
園
知
事
が
掲
げ
る
高
齢
者
い
き

い
き
支
援
と
子
育
て
支
援
の
2
本
柱
は
、

人
生
の
各
段
階
を
幸
せ
に
過
ご
せ
る

社
会
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
で
日
々

感
じ
て
い
た
こ
と
な
ん
で
す
が
、
こ
の

分
野
の
統
計
で
出
て
く
る
数
字
は
と
て

も
重
い
。
そ
こ
に
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の

生
活
が
あ
り
、
そ
の
人
と
家
族
の
人
生

が
あ
る
。
誰
も
が
安
心
し
て
お
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
県
庁
の
同
僚
た
ち

と
知
恵
を
絞
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

　
　

鹿
児
島
が
有
数
の
農
林
水
産
県
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
生
産
は

も
ち
ろ
ん
、
加
工
、
国
内
外
の
輸
送
、

販
売
な
ど
、
ど
の
段
階
で
も
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
が
な
い
状
態
に
な
っ
て
初
め
て

鹿
児
島
の
持
て
る
力
が
最
大
限
に
発
揮

で
き
ま
す
。
県
庁
内
の
知
見
の
み
な
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
に
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
が
協
力
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
で
役
割
を

担
っ
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
こ

の
魅
力
あ
ふ
れ
る
鹿
児
島
の
県
勢
の
更

な
る
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
微
力
で
す
が
、
精
一

杯
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

なかむら かおり さん（46歳）
東京都出身
平成	 6年	 3月	 東京大学経済学部卒業
平成12年	 5月	 ハーバード大学行政学修士課程修了
平成	 6年	 4月	 労働省入省
平成20年	 6月	 外務省在アメリカ合衆国日本国大使館 一等書記官
平成23年	 7月	 厚生労働省大臣官房国際課長補佐
平成24年	 9月	 厚生労働省大臣官房総務課企画官
平成25年	 1月	 （併）内閣府地方分権改革推進室企画官
平成26年	 9月	 厚生労働省職業安定局地域雇用対策室長
平成27年	 1月	 （併）内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局企画官
平成27年10月	 厚生労働省職業安定局公共職業安定所運営企画室長
平成28年	 6月	 内閣府（共生社会）高齢社会対策担当参事官
			   内閣府（共生社会）青年国際交流担当参事官
			   内閣府経済社会総合研究所上席主任研究官
平成30年	 7月	 厚生労働省大臣官房付
平成30年10月	 厚生労働省退職
平成30年10月	 鹿児島県副知事就任

PR
O

FI
LE

鹿児島県副知事

中村 かおり さん

TALK
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会員さん

身
の
丈
に
あ
っ
た
経
営
で

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

質
素
な
事
務
所
で
し
ょ
。
こ
こ
は
建
築

現
場
の
詰
め
所
に
使
っ
て
い
た
も
の
を
活

用
し
ま
し
た
。
夫
婦
ふ
た
り
だ
け
で
す
か

ら
、
こ
れ
で
十
分
な
ん
で
す
。

開
業
は
55
歳
の
と
き
。
そ
れ
ま
で
は
会

社
勤
め
で
、
建
築
・
不
動
産
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
社
名
の「
ス
ズ
」

と
い
う
の
は
、
妻
の
名
前
か
ら
と
っ
て
い

ま
す
。
当
初
は
不
動
産
売
買
を
メ
イ
ン
に

行
う
つ
も
り
で
し
た
が
、
賃
貸
物
件
の
管

理
を
頼
ま
れ
て
引
き
受
け
る
こ
と
に
。
そ

の
ま
ま
管
理
が
業
務
の
中
心
と
な
っ
て
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

い
ち
ば
ん
大
事
に
し
て
い
る
の
は「
喜
ん

で
も
ら
え
る
仕
事
を
す
る
」と
い
う
こ
と
。

そ
の
た
め
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
身

の
丈
に
あ
っ
た
無
理
の
な
い
経
営
で
す
。

手
を
広
げ
す
ぎ
ず
、
地
域
も
あ
る
程
度
限

定
し
て
、
す
べ
て
に
目
が
届
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、オ
ー
ナ
ー

さ
ん
や
住
人
の
要
望
に
し
っ
か
り
応
え
ら

れ
る
と
思
う
の
で
す
。

「
何
で
も
す
ぐ
に
解
決
さ
せ
る
」と
い
う

こ
と
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
補
修
な

ど
の
相
談
を
受
け
た
ら
そ
の
日
の
う
ち
に
、

遅
く
と
も
翌
日
ま
で
に
終
わ
ら
せ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
か
ら
の
人
脈
も
あ
っ

て
、
協
力
し
て
く
だ
さ
る
業
者
さ
ん
は
多

い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
事
な
ら
私
も
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
強
み
で
す
ね
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば

商
工
会
議
所
に
相
談

従
兄
弟
が
商
工
会
議
所
で
部
会
長
を

や
っ
て
い
る
関
係
で
、「
入
っ
て
み
な
い

か
」と
誘
わ
れ
て
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
商
売
を
す
る
と
な
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
務
作
業
が
発
生
し
ま
す
。
営

業
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
決
算
書
類
を

作
っ
た
り
、
各
種
手
続
き
だ
っ
た
り
、
す

べ
て
自
分
で
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

手
探
り
で
し
て
い
っ
て
、
そ
れ
で
正
し
い

か
ど
う
か
も
判
断
し
に
く
い
で
す
よ
ね
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
は
商

工
会
議
所
に
聞
き
ま
す
。
何
で
も
丁
寧
に

教
え
て
も
ら
え
ま
す
。
対
処
法
を
提
案
し

て
く
れ
た
り
、
専
門
家
・
専
門
機
関
に
つ

な
い
で
く
れ
た
り
と
、
本
当
に
助
か
っ
て

い
ま
す
。
小
さ
な
事
業
者
に
と
っ
て
、
商

工
会
議
所
は
心
強
い
味
方
で
す
。

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
見
極
め
て

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も

無
理
せ
ず
地
道
に
や
っ
て
い
く
、
と
い

う
基
本
部
分
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い

う
も
の
の
、
不
動
産
業
界
が
こ
れ
か
ら
ど

う
な
っ
て
い
く
か
は
わ
か
ら
な
い
。
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
自
分
な
り
に
い
ろ

い
ろ
と
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
新
し
い
挑
戦
も
や
は
り
必
要
。

あ
れ
も
こ
れ
も
と
手
を
出
す
の
で
は
な
く
、

で
き
る
こ
と
を
見
極
め
て
や
っ
て
い
き
た

い
。
最
近
に
な
っ
て
売
買
の
ほ
う
も
手
掛

け
る
よ
う
に
な
り
、
こ
ち
ら
も
芽
が
出
て

き
つ
つ
あ
る
感
じ
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ

れ
ま
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
物
件
を
中
心

に
管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
学
生
な
ど
の

単
身
者
向
け
物
件
の
管
理
も
始
め
ま
し
た
。

住
む
人
の
こ
と
を
考
え
て
い
ろ
い
ろ
と
工

夫
し
、
入
居
者
様
を
集
め
て
い
き
ま
す
。

今
年
で
70
歳
に
な
り
ま
す
が
、
で
き
る

だ
け
長
く
元
気
に
働
き
た
い
。
ま
だ
ま
だ

頑
張
り
ま
す
よ
！

有限会社 スズ企画

創 業 平成17年

所 在 地 鹿児島市宇宿1-28-15

T E L 099-255-6222

営 業 時 間 9:00～18:00

定 休 日 無休

自宅の一角にコンテナハウスを設置して営業。 
気さくな社長が住まいの相談を聞いてくれる

会員さん情報

有限会社 スズ企画
代表取締役　田

た

平
びら

 俊
とし

夫
お

 さん（69）

クローズアップ
宇宿の住宅街の中にノボリがたなびくコンテナハウスがある。
そこがスズ企画です。
この小さな不動産屋では、住む人の気持ちを考えた細やかな 
気配りを大事にしています。

人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
、そ
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す

会員さんクローズアップ
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DI（Diffusion Index ＝景気動向指数）とは
各調査項目について、好転企業割合から、悪化企業割合を差し引いた値を
示し、景気の現状把握や将来の見通し予測を行う。
・DI がプラスなら…好転、上昇基調　・DI がマイナスなら…悪化、下降基調

記号の見方
DI 値 -25P 以下 -25～ -10P 未満 -10～10P 未満 10～25P 未満 25P 以上

景況 特に悪化 悪化 横ばい 好転 特に好転
➡ ➡ ➡ ➡ ➡

景況調査
調査期間……平成30年10月〜12月
対象企業数…150社

【
今
期（
平
成
30
年
10
～
12
月
期
）の
景
況
】

全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
３・５
で
、
前

期
比
プ
ラ
ス
３・２
ポ
イ
ン
ト
と
、
わ
ず
か
に
改

善
し
て
い
る
が
、
一
進
一
退
の
状
態
が
続
い
て

い
る
。

産
業
別
に
見
る
と
、
製
造
業
が
好
転
し
た
が
、

卸
売
業
は
引
続
き
悪
化
を
示
し
て
い
る
。

【
来
期（
平
成
31
年
1
～
3
月
期
）の
見
通
し
】

全
産
業
の
来
期
見
通
し
は
、
４・８
で
、
前
期

比
マ
イ
ナ
ス
５・９
ポ
イ
ン
ト
に
低
下
。

な
お
、
製
造
業
と
小
売
業
は
回
復
へ
の
期
待

が
伺
え
る
が
、
建
設
業
と
卸
売
業
は
厳
し
い
見

通
し
で
あ
り
、
業
種
に
よ
っ
て
明
暗
が
大
き
く

分
か
れ
て
い
る
。

【
今
期
の
売
上
額
・
資
金
繰
り
・
採
算
】

全
産
業
の
売
上
額
Ｄ
Ｉ
値
は
、
５・３
で
、
前

期
比
マ
イ
ナ
ス
１・
２
ポ
イ
ン
ト
と
わ
ず
か
に

低
下
。
特
に
建
設
業
で
悪
化
し
て
い
る
。

全
産
業
の
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
値
は
、
▲
１・
３

で
、
前
期
比
プ
ラ
ス
８・５
ポ
イ
ン
ト
に
上
昇
。

特
に
、
製
造
業
・
卸
売
業
・
小
売
業
で
改
善
が

み
ら
れ
る
。

全
産
業
の
採
算
Ｄ
Ｉ
値
は
、
全
産
業
で
は
▲

０・
７
で
、
前
期
比
プ
ラ
ス
５・
３
ポ
イ
ン
ト
に

上
昇
。
特
に
、
製
造
業
・
建
設
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
で
改
善
が
み
ら
れ
る
。

【
回
答
企
業
の
コ
メ
ン
ト
】

・
売
上
の
確
保
や
、
新
規
取
引
先
の
開
拓
に
よ

る
一
社
依
存
体
質
の
改
善
が
課
題
。（
製
造
）

・
従
業
員
の
確
保
難
に
よ
り
、
請
負
工
事
を
制

限
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
自
社
独
自
で
の
人
材

確
保
に
は
限
界
が
あ
る（
建
設
）

・
消
費
者
や
取
引
先
へ
の
情
報
発
信
の
重
要
性

が
増
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
を
検
討
中
。

（
サ
ー
ビ
ス
）

業
況
は
わ
ず
か
に
改
善
す
る
も
引
続
き一進一退
。来
期
は
業
種
に
よっ
て
明
暗
が
分
か
れ
る

■産業別 DI 値表
前期

［H30.7〜9］
（A）

今期
［H30.10〜12］

（B）

増減
（B）−（A）

来期見通し
［H31.1〜3］

業　
況

全産業平均 ▲	 6.7 ▲	 3.5 3.2 4.8 ➡
製 造 業 ▲	 6.1 10.3 16.4 20.7 ➡
建 設 業 ▲	 3.6 3.7 7.3 ▲	16.0 ➡

卸 売 業 ▲	 26.1 ▲	 26.1 0.0 ▲	16.7 ➡

小 売 業 0.0 ▲	 3.2 ▲	 3.2 19.4 ➡
サービス業 ▲	 2.8 ▲	 5.9 ▲	 3.1 8.3 ➡

売
上
額

全産業平均 6.5 5.3 ▲	 1.2 0.7 ➡
製 造 業 9.4 10.3 0.9 34.5 ➡
建 設 業 6.9 ▲	 7.4 ▲	14.3 ▲	37.0 ➡

卸 売 業 ▲	 16.7 ▲	 16.0 0.7 ▲	12.0 ➡

小 売 業 23.3 15.6 ▲	 7.7 22.6 ➡
サービス業 5.3 16.2 10.9 ▲	 8.1 ➡

資
金
繰
り

全産業平均 ▲	 9.8 ▲	 1.3 8.5 ▲	 0.7 ➡
製 造 業 ▲	 9.1 6.9 16.0 13.8 ➡
建 設 業 0.0 ▲	 3.7 ▲	 3.7 ▲	14.8 ➡

卸 売 業 ▲	 16.7 0.0 16.7 ▲	 8.0 ➡
小 売 業 ▲	 20.7 ▲	 9.4 11.3 3.2 ➡
サービス業 ▲	 5.3 0.0 5.3 0.0 ➡

採　
算

全産業平均 ▲	 6.0 ▲	 0.7 5.3 3.5 ➡
製 造 業 ▲	 3.0 6.9 9.9 13.8 ➡
建 設 業 ▲	 10.7 0.0 10.7 ▲	11.1 ➡

卸 売 業 ▲	 8.7 ▲	 16.7 ▲	 8.0 ▲	 4.0 ➡
小 売 業 ▲	 6.7 ▲	 6.5 0.2 10.3 ➡
サービス業 ▲	 2.8 8.6 11.4 5.9 ➡

■業況 DI の推移

鹿児島商工会議所

今期の業況 来期見通し

15

10

5

0

▲5

▲10

▲15

▲20

▲25

▲30
H25.
4～6

H26.
4～6

H27.
4～6

H28.
4～6

H29.
4～6

H30.
10～12
（今期）

（調査時期）（DI値）

来期見通し 4.8
（前期10.7）

今期の業況
▲3.5

景況調査
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パ
ス
ワ
ー
ド
は
安
易
に
設
定
し
な
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
ウ
ェ

ブ
メ
ー
ル
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
レ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
）な
ど
の
各
種
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
に
伴
い
、
独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談
窓
口
に
は
、
そ
れ

ら
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
正
ロ
グ
イ
ン
被
害
に

関
す
る
相
談
が
継
続
し
て
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
正
ロ
グ
イ
ン

に
よ
る
影
響
は
、
提
供
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ

サ
ー
ビ
ス
の
機
能
に
よ
っ
て
変
わ
る
。
例

え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

場
合
は
、
不
正
送
金
に
よ
り
金
銭
被
害

が
発
生
す
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
場
合
は
、
成
り

済
ま
し
に
よ
る
書
き
込
み
や
ス
パ
ム
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
送
信
に
よ
り
信
用
低
下
を
招
く
。

先
日
は
、
ウ
ェ
ブ
メ
ー
ル
に
不
正
ロ
グ
イ

ン
さ
れ
た
こ
と
で
、
メ
ー
ル
で
や
り
取
り

し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
閲
覧
さ
れ

た
後
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
約
２
カ

月
に
わ
た
り
シ
ス
テ
ム
停
止
の
被
害
に

陥
っ
た
組
織
の
報
道
も
あ
っ
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
正
ロ
グ
イ
ン

の
理
由
と
し
て
、
利
用
者
の
安
易
な
パ
ス

ワ
ー
ド
設
定
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
同
一
、
パ
ス
ワ
ー

ド
に
単
純
な
単
語
や
、「
１
２
３
４
５
６
」

や「abcdef

」の
よ
う
な
連
続
し
た
英
数
字

を
使
用
し
て
い
る
場
合
、
攻
撃
者
に
パ
ス

ワ
ー
ド
を
推
測
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
開
し
て
い
る
誕
生
日
な
ど

の
情
報
を
パ
ス
ワ
ー
ド
に
す
る
の
も
危
険

だ
。「qw

erty
」と
い
っ
た
一
見
ラ
ン
ダ
ム

な
文
字
に
見
え
る
が
実
は
キ
ー
ボ
ー
ド
上

の
隣
接
し
て
い
る
文
字
も
推
測
さ
れ
や
す

い
。
ま
た
、
複
数
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
で

同
じ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い
回
し
て

い
る
場
合
、
一
つ
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
漏
え
い
し
た
だ
け

で
、
他
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
に
も
被
害
が

拡
大
す
る
。

働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
上
で
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
柔
軟
な
働
き
方
を

確
保
す
る
た
め
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

す
る
機
会
は
増
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る

が
、
利
便
性
と
同
時
に
安
全
性
の
確
報
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
段
階
認
証
の
利
用
も
有
効

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
不
正
ロ
グ
イ
ン

の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が
自
分

自
身
で
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
須
と

な
る
。
具
体
的
な
不
正
ロ
グ
イ
ン
対
策
と

し
て
、
ま
ず
は
パ
ス
ワ
ー
ド
を「
長
く
」「
複

雑
」に
す
る
な
ど
推
測
さ
れ
に
く
い
も
の
に

し
て
、
さ
ら
に
複
数
サ
ー
ビ
ス
間
で「
使
い

回
し
を
し
な
い
」こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
ソ
フ
ト
を

利
用
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な

る
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
パ

ス
ワ
ー
ド
に
は
推
測
さ
れ
に
く
い
文
字
列

を
設
定
す
る
。

パ
ス
ワ
ー
ド
管
理
ソ
フ
ト
が
利
用
で
き

な
い
場
合
は
、
普
段
使
用
し
て
い
る
パ
ス

ワ
ー
ド
の
最
初
か
最
後
に
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ

ス
ご
と
に
数
字
や
記
号
を
加
え
る
だ
け
で

も
対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
厳

重
に
管
理
さ
れ
た
紙
の
メ
モ
に
パ
ス
ワ
ー

ド
を
記
載
し
て
お
く
こ
と
で
も
よ
い
。

さ
ら
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
が「
多
要

素
認
証
」を
提
供
し
て
い
る
場
合
は
利
用

す
る
。
多
要
素
認
証
と
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド

の
記
憶
だ
け
で
な
く
、
ワ
ン
タ
ー
ム
パ
ス

ワ
ー
ド（
１
回
し
か
使
え
な
い
パ
ス
ワ
ー

ド
）を
作
成
す
る
ト
ー
ク
ン
な
ど
の
端
末
の

所
持
や
、
指
紋
、
顔
、
静
脈
、
虹
彩
と
い
っ

た
生
体
情
報
な
ど
複
数
の
要
素
を
用
い
た

認
証
方
式
で
あ
る
。「
二
段
階
認
証
」と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
す
る

こ
と
で
不
正
ロ
グ
イ
ン
防
止
に
効
果
が
あ

る
。
ま
た
、
仮
に
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
が

窃
取
さ
れ
て
も
、
金
銭
な
ど
の
最
終
的
被

害
を
回
避
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

Ｉ
Ｐ
Ａ
で
は
相
談
が
多
い
不
正
ロ
グ

イ
ン
対
策
に
つ
い
て
特
集
ペ
ー
ジ
を
公

開
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（https://w
w
w
.ipa.go.jp/security/

anshin/account_security.htm
l

）を
確
認

し
て
ほ
し
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
・
江
島
将
和
）

中
小
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

第
19
回

不
正
ロ
グイ
ン
に
注
意

中小企業のセキュリティー対策

二段階認証のイメージ

確認コードを入
力してログイン
完了

パスワードを
入力

確認コードが本
人所持端末など
に通知される

要素①
（記憶）

要素②
（所持）

段階① 段階②
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補助金支援実績

経営改善に各種補助金をご活用ください！

平成30年度実施（平成29年度補正予算）の各補助金の支援実績

当商工会議所は、金融や経理・税務、労務等に関する経営上の様々なご相談に対応させていただいており
ます。あわせて、販路開拓や設備導入、技術開発などに活用できる国などの補助金や助成金の事業計画作成
や申請のご支援も行っております。これまで支援したご利用しやすい補助金をご紹介しますので、今後、公
募が始まりましたら、企業の売上アップや業務の効率化等にご活用ください。

速報
従来の「ものづくり補助金」「小規模事業者持続化補助金」「IT 導入補助金」が1本化され、1つの事業にな
りました。

平成31年実施 中小企業生産性革命推進事業の予算案が公表されました
平成30年12月21日付で経済産業省より平成30年度第2次補正予算案に関する速報がでました。
各補助金の申請スケジュールや補助金額等の詳細につきましては、後日、中小企業庁より発表される予定です。

① 小規模事業者持続化補助金 

◎小規模事業者が、商工会議所・商工会の助言等を受け
て経営計画を作成し、その計画に沿って実施する地道
な販路開拓や業務効率化に取り組む費用を支援。

■対象者／小規模事業者※

■補助金額／上限50万円
　　　　　　※ただし条件によっては上限額がアップ

■補助率／補助対象経費の３分の２以内
■対象経費／①機械装置等費　②広報費
　　　　　　③展示会等出展費　ほか

当商工会議所が計画書作成の支援を行い、
採択された取組のご紹介

業種 取組内容

美容業 リピート客を囲い込むためのブログ付き自社ホーム
ページの制作

専門
サービス業 生産性向上のための顧客管理ソフトの導入

小売業 店舗前の歩行者向け看板等のリニューアル

飲食業 出前を増やすためのメニューパンフレットの作成・
配布

食料品卸売業 新商品のパッケージ及びデザインの開発

◎
平
成
30
年
度
第
2
次
補
正
予
算
案
額　
1
1
0
0
億
円

1. ものづくり・商業・サービス生産性向上促進事業
【一 般 型】　（補助上限額：1,000万円（下限100万円）、補助率2分の1）
【小規模型】　（補助上限額：500万円（下限100万円）、小規模事業者の補助率3分の2、
　　　　　　その他の事業者の補助率2分の1）
■事業目的・概要
・中小企業・小規模事業者等が行う革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善に必要な設備投

資等を支援するものです。
・先端設備等導入計画の認定又は経営革新計画の承認を取得し、一定の要件を満たす場合、補助率が３分の２

にアップします。
◎中小企業庁より可能であれば年度内に公募・採択発表を行うとの事前予告がありました。
　早めの対応が必要となる可能性がありますので、ご留意ください。

2. 小規模事業者持続的発展支援事業
（補助上限額：50万円、補助率3分の2）
■事業目的・概要

小規模事業者が商工会議所・商工会と一体となって取り組む販路開拓や生産性向上の取組を支援するものです。
◎公表資料では、展示会開催支援が強調されています。審査の加点や補助上限額アップが期待されます。

3. サービス等生産性向上 IT 導入支援事業
（補助上限額：450万円（下限40万円）、補助率2分の1）
■事業目的・概要

中小企業・小規模事業者等の生産性向上を実現するため、バックオフィス業務の効率化や新たな顧客獲得等
の付加価値向上（売上向上）に資する IT 導入ツールの導入を支援するものです。
◎平成29年度補正予算と比べて、上限額が大幅に増加しています。反面、平成29年度補正予算では、ほぼ

100％であった採択率が、かなり厳しくなると見込まれます。
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補助金支援実績

補助金等の公募が始まりましたら、当商工会議所の会報やホームページ、ニュースメール（メール配
信サービス）でご案内いたします。

当商工会議所では、事業に対する各種補助金や助成金の申請における相談や計画書作成の支援など
を行っておりますので、補助金・助成金の活用をお考えの方は、お気軽にご相談ください。
■お問い合わせ先／鹿児島商工会議所 企業支援部　TEL: 099-225-9533

④ 事業承継補助金（Ⅰ型：経営者交代型）

◎事業再編、事業統合を含む経営者の交代を契機とし
て、中小企業の世代交代において、経営革新等を行う
事業者に対して、その取組に要する費用を支援。

■対象者／中小企業・小規模事業者等
①2015年4月1日から、補助事業期間完了日または

2018年12月31日のいずれか早い日までに、事業承
継を行った（事業）者又は行う予定の（事業）者

②事業承継において、以下の形態であることが原則です
・法人における退任、就任を伴う代表者交代による事

業の承継
・個人事業における廃業、開業を伴う事業譲渡による

承継
・法人から事業譲渡を受け個人事業を開業する承継

■対象経費／人件費、事業費、設備費　ほか

③ IT導入補助金

◎中小企業・小規模事業者等の生産性向上を実現するた
め、バックオフィス業務の効率化や新たな顧客獲得等
の付加価値向上（売上向上）に資する IT ツールの導入
を支援。

■対象者／中小企業・小規模事業者等
■補助金額／上限50万円（下限15万円）
■補助率／費用の２分の１以内
■対象経費／①ソフトウェア　②クラウド利用費
　　　　　　③導入関連経費　ほか

② ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金

◎中小企業・小規模事業者等が取り組む、生産性向上に
資する革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセ
スの改善を行うための設備投資等を支援。

■対象者／中小企業・小規模事業者等
■補助金額／一般型：上限1,000万円
　　　　　　小規模型：上限500万円
■補助率
　一般型：費用の２分の１以内
　※一定の要件を満たせば３分の２にアップ

小規模型：小規模事業者は費用の３分の２以内、
　　　　　その他事業者は２分の１以内

■対象経費／①機械装置費　②技術導入費
　　　　　　③専門家経費　ほか

当商工会議所が計画書作成の支援を行い、
採択された取組のご紹介

業種 取組内容
自動車整備業 特殊大型車両の改造や改修のための設備・機械の導入

総合工事業 作業効率と受注率のアップのための３次元測量装置
の導入

建築業・
総合工事業

作業スピード向上や大型サイズ・新たな材料に対応
するための加工機械の導入

飲食料品
卸売業 茶葉加工時の品質向上とティーバッグ化の機械の導入

自動車整備業 正確な自動車整備や板金を行うための最先端コン
ピュータ計測システムの導入

※小規模事業者とは
個人・法人を問わず常時雇用する従業員数（事業主、家族従業員、法

人企業の役員、パート、アルバイトは除く）が、
○商業、サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）は５人以下の事業者
○建設業、製造業、その他の業種は20人以下の事業者

当商工会議所が計画書作成の支援を行い、
採択された取組のご紹介

業種 取組内容
調味料製造業 多品種小ロットの発注にも対応可能な生産体制の整備

美容業 顧客ごとの髪質の悩みに併せた髪質改善エステの実施

不動産業 老朽化した建築物の劣化診断や補修改修工事業への
参入

自動車整備業 大型車両の修理メンテナンス事業の確立

■補助金額・補助率
※事業所の廃止、既存事業の廃業・集約を伴う場合上乗せ

補助率 補助上限額 上乗せ額
３分の２以内

（小規模企業者） 200万円 ＋300万円

２分の１以内
（上記以外の者） 150万円 ＋225万円

平成28年補正 平成29年補正 対前年比
事業予算（当初） 100億円 500億円 5.0
IT 導入

支援事業者
鹿児島 34 77 2.3
全国 4,454 7,305 1.6

採択事業者 鹿児島 209 755 3.6
全国 14,287 62,938 4.4

平成30年度の取組
本補助金の申請は、IT 導入支援事業者（IT 事業者）が行い

ます。そのため、商工会議所は IT 導入支援事業者の皆様に
対し、制度説明や登録、申請支援などを実施しております。

補助金事務局補助事業者 サービス提供者（IT 導入支援事業者）
（商工会議所）
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経
営
相
談
ガ
イ
ド

経
営
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

企
業
支
援
部
経
営
支
援
1
課　
T
E
L
：
0
9
9（
2
2
5
）9
5
3
3

企
業
支
援
部
経
営
支
援
2
課　
T
E
L
：
0
9
9（
2
2
5
）9
5
3
4

経営相談ガイド

決
算
・
確
定
申
告
個
別
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

当
商
工
会
議
所
は
、
平
成
30
年
分
の
所

得
税
お
よ
び
消
費
税
の
決
算
・
確
定
申
告

個
別
相
談
会
を
２
月
18
日
よ
り
開
催
し
ま

す
。個

人
事
業
主
の
方
を
対
象
に
、
職
員
が

記
帳
の
仕
方
や
減
価
償
却
費
の
計
算
、
決

算
振
替
仕
訳
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
決
算

書
や
確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

委
託
税
理
士
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
会
で
作
成
し
た
決
算
書
や
申
告
書

は
、
当
商
工
会
議
所
か
ら
税
務
署
へ
提
出

し
ま
す
。
下
記
必
要
書
類
を
ご
持
参
の
う

え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時

・
２
月
18
日（
月
）
～
３
月
15
日（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

※
３
月
12
日
ま
で
の
期
間
は
、
お
待
た
せ

し
な
い
よ
う
事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

・
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
最
終
日
は
12
時
受
付
終
了

■
場
所

当
商
工
会
議
所
13
階
会
議
室

■
相
談
料（
税
込
）

［
会
員
ま
た
は
小
規
模
事
業
者
］

所
得
税
ま
た
は
消
費
税
の
み 

４
３
２
０
円

所
得
税
・
消
費
税
の
両
方 

８
６
４
０
円

［
非
会
員
］

所
得
税
ま
た
は
消
費
税
の
み 

１
７
２
８
０
円

所
得
税
・
消
費
税
の
両
方 

２
１
６
０
０
円

■
必
要
な
書
類
な
ど

・「
平
成
30
年
分
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」の
通

知
ハ
ガ
キ（
税
務
署
よ
り
送
付
さ
れ
た
も
の
）

※
ご
持
参
が
な
い
場
合
、
確
定
申
告
書
の
完
成

が
翌
日
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
前
年（
29
年
）・
前
々
年（
28
年
）の
決
算
書
、

確
定
申
告
書
の
控
え

・
現
金
出
納
帳
、
売
上
、
仕
入
、
経
費
な
ど
の

諸
帳
簿
等

・
生
命
保
険
、
地
震
保
険
、
小
規
模
企
業
共
済

な
ど
の
控
除
証
明
書

・
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
の
納
付
済
領
収

証
書
ま
た
は
納
付
証
明
書

・
源
泉
徴
収
票（
年
金
、
給
与
、
報
酬
な
ど
）

・
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
電
卓

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知
カ
ー
ド

（
事
業
専
従
者
、
扶
養
親
族
の
分
も
必
要
で
す
）

※
通
知
カ
ー
ド
の
場
合
は
、
事
業
主
の
本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
写

真
付
身
分
証
明
書
）も
必
要
で
す
。

マ
ル
経
資
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

無
担
保
、無
保
証
人
、低
金
利

（
１
・
11
％
）の
融
資
制
度

マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模
事
業
者（
※
注

１
）の
方
を
対
象
に
、
当
商
工
会
議
所
が
日

本
政
策
金
融
公
庫
に
推
薦
す
る
こ
と
に
よ

り
、
無
担
保
、
無
保
証
人
、
低
金
利
で
利

用
で
き
る
国
の
融
資
制
度
で
す
。

事
業
活
動
で
資
金
が
必
要
な
際
は
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
資
金
使
途

○
運
転
資
金

仕
入
資
金
、
買
掛
金
や
手
形
決
済
資
金
、

従
業
員
賞
与
、
消
費
税
な
ど
の
諸
経
費

支
払
な
ど

○
設
備
資
金

営
業
車
両
購
入
、
店
舗
改
装
資
金
、
シ

ス
テ
ム
導
入
、
備
品
購
入
な
ど

■
融
資
限
度
額

○
２
千
万
円	

・
１
千
５
百
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、

事
業
計
画
書
の
作
成
が
必
要
で
す
。

■
利
率（
固
定
金
利
）

○
１
・
11
％
（
１
月
10
日
現
在
）

■
返
済
期
間

○
運
転
資
金
７
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
以
内
）

○
設
備
資
金
10
年
以
内

（
据
置
期
間
２
年
以
内
）

■
ご
利
用
頂
け
る
方

○
直
近
1
年
以
上
、
当
商
工
会
議
所
の
地

区
内（
旧
５
町
お
よ
び
、
旧
谷
山
地
区
の

一
部
を
除
い
た
鹿
児
島
市
内
）で
事
業
を

行
っ
て
い
る
法
人
・
個
人
の
小
規
模
事

業
者
。

○
商
工
業
者
で
あ
り
、
か
つ
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
の
融
資
対
象
業
種
を
営
ん
で

い
る
方
。

○
所
得（
法
人
）税
、
市
県
民
税
、
事
業
税

な
ど
、
期
限
の
到
来
し
た
税
金
を
完
納

さ
れ
て
い
る
方
。

○
こ
の
他
に
も
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部 

経
営
支
援
一
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９（
2
2
5
）9
5
3
3

※
注
１　
小
規
模
事
業
者
と
は

　
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
数
が

○
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業（
宿
泊
業
・
娯
楽

業
を
除
く
）は
５
人
以
下
の
事
業
者

○
建
設
業
、
製
造
業
、
そ
の
他
の
業
種

は
20
人
以
下
の
事
業
者
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経営相談ガイド

鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

中
小
企
業
の
事
業
再
生
を

お
手
伝
い
し
ま
す

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務
上
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま

を
対
象
に
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
ス
タ
ッ

フ
が
き
め
細
か
い
経
営
相
談
か
ら
再
生
計

画
策
定
ま
で
、
課
題
解
決
に
向
け
た
適
切

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

は
、
国
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
鹿
児
島
商

工
会
議
所
内
に
設
置
さ
れ
た
公
正
中
立
な

公
的
機
関
で
す
。
事
業
再
生
の
経
験
豊
か

な
専
門
家
が
常
駐
し
て
お
り
、
秘
密
厳
守

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
ご
相
談
の
流
れ

①
お
電
話
で
事
前
予
約

②
財
務
諸
表
な
ど
の
分
析
を
通
し
て
経
営

上
の
課
題
を
抽
出
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
最
も
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

③
必
要
に
応
じ
て
、
公
認
会
計
士
や
税
理

士
な
ど
の
外
部
専
門
家
に
よ
る
支
援
を

行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の
皆
様
へ

専
門
家
と一緒
に
、

経
営
改
善
計
画
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

企
業
業
績
の
改
善
に
は
、
計
画
の
策
定

が
効
果
的
で
す
。

借
入
金
の
返
済
負
担
が
大
き
く
、
条
件

変
更
等
の
金
融
支
援
を
受
け
る
場
合
、
金

融
機
関
か
ら
経
営
改
善
計
画
策
定
を
求
め

ら
れ
ま
す
。
国
が
認
め
る
専
門
家（
認
定
支

援
機
関
）の
支
援
を
受
け
経
営
改
善
計
画
書

を
策
定
す
る
場
合
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
認

定
支
援
機
関
へ
の
支
払
い
費
用
の
３
分
の

２（
上
限
２
０
０
万
円
）を
負
担
し
ま
す
。

ま
た
、
金
融
支
援
が
必
要
で
な
い
場
合

で
も
、
自
己
の
経
営
を
見
直
す
こ
と
を
目

的
に
、
資
金
繰
り
管
理
や
採
算
管
理
な
ど

の
早
期
の
経
営
改
善
を
目
指
す
早
期
経
営

改
善
計
画
書
の
場
合
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、

認
定
支
援
機
関
へ
の
支
払
い
費
用
の
３
分

の
２（
上
限
20
万
円
）を
負
担
し
ま
す
。

利
用
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
左
記

お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
８
階

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９（
8
0
5
）0
2
6
8

　
F
A
X 

０
９
９（
2
2
5
）9
5
1
0

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
８
階

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９（
2
2
5
）9
1
2
3

　
F
A
X 

０
９
９（
2
2
5
）9
1
2
2
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 PHOTO NEWS

フォトニュース

九
州
商
工
会
議
所
連
合
会
観
光
委
員
会

第
３
回
委
員
会
を
開
催

12
月
27
日
、
九
州
商
工
会
議
所
連
合
会

観
光
委
員
会（
委
員
長
：
岩
崎
芳
太
郎 

鹿

児
島
商
工
会
議
所
会
頭
）は
、
福
岡
市
内
に

て
第
３
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　○
観
光
委
員
会 

委
員
会
で
は
、
今
年
９
～
11
月
に
か
け

て
全
国
12
会
場（
九
州
で
は
福
岡
・
熊
本
・

大
分
）で
開
催
さ
れ
る『
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
』で
来
日
す
る
外
国

人
旅
行
客
を
九
州
に
呼
び
込
む
た
め
に
策

定
を
進
め
て
い
る
。「
九
州
観
光
周
遊
ル
ー

ト
」（
検
討
中
含
む
26
コ
ー
ス
）の
進
捗
状
況

（
下
記
一
覧
参
照
）に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
他
、
こ
れ
を
活
用
し
た
専
用
サ
イ
ト
の

構
築
や
出
場
国
の
関
係
者
を
招
請
し
た
東

京
都
内
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

ま
た
、
政
府
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
取

り
込
み
に
よ
る
売
上
拡
大
を
は
じ
め
国
内

の
若
年
層
を
中
心
と
し
た
新
規
顧
客
拡
大
、

業
務
効
率
化
・
生
産
性
拡
大
等
を
目
的
と

し
て
推
進
し
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
関
連
し
て
、
昨
年
10
月
に
発
足
し
た

「
九
州
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
観
光
ア
イ
ラ
ン
ド

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」事
務
局
の
田
中
氏

（
ア
リ
バ
バ
㈱ 

副
社
長
）よ
り
、
そ
の
概
要

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
約
40
％
を
占
め

る
中
国
人
旅
行
者
の
近
年
の
動
向
で
は
団

体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
に
変
化
し
て
い
る

と
と
も
に
、
地
方
へ
の
周
遊
傾
向
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
店
に
お
い
て

も
モ
バ
イ
ル
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

導
入
に
よ
り
、
売
上
拡
大
・
新
規
顧
客
獲

得
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
話
し
た
。

○
九
州
運
輸
局
と
の
懇
談
会

委
員
会
に
引
き
続
い
て
、
九
州
運
輸
局

の
宇
都
宮
観
光
部
長
を
お
招
き
し
、『
最
近

の
観
光
行
政
に
つ
い
て
』と
題
し
て
、
国
内

の
観
光
状
況
や
九
州
各
地
の
受
入
環
境
改

善
に
係
る
取
り
組
み
事
例
等
に
つ
い
て
講

演
を
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
日
本
版
Ｄ
Ｍ
О
の
事

例
や
国
際
観
光
旅
客
税（
出
国
税
）の
使
途
、

来
年
度
の
予
算
配
分
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
交
流
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者

36
名
が
親
睦
を
深
め
た
。

12月
27日

開会挨拶（岩崎委員長）

九州キャッシュレス観光アイランド推進コンソーシアムの説明
（田中氏［アリババ㈱ 副社長］）

《九州観光周遊ルート素案（一覧）》
コース 周遊県 コース数

ラグビーワールドカップ3県周遊6泊7日
酒＆ Beer めぐり　他

福岡・佐賀
熊本・大分 11

佐賀・長崎4泊5日：食と温泉　他 佐賀・長崎 3

熊本・鹿児島 5泊6日　他 熊本・宮崎
鹿児島 10

鹿児島（奄美大島）・沖縄 4泊5日 他 検討中 鹿児島（奄美大島）
沖縄 2

※その他、福岡－鹿児島2県周遊コースを検討中

●
●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

観光周遊ルートの提案状況

長崎

佐賀

鹿児島

福岡
大分

宮崎

奄美大島

沖縄

熊本

提案済のルート
検討中のルート
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鹿児島銀行本支店

 PHOTO NEWS
２
０
１
９
年　
年
始
会

50
年
後
を
見
据
え
た

鹿
児
島
経
済
の
発
展
を
誓
う

１
月
９
日
、
２
０
１
９
年
の
年
始
会
を

鹿
児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
。

知
事
、
市
長
を
は
じ
め
、
行
政
、
関
係
団

体
な
ど
来
賓
を
含
め
約
２
４
０
人
が
出
席

し
た
。

岩
崎
芳
太
郎
会
頭
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で「
明
治
維
新
２
０
０
年
と
な
る
５
０
年
後

の
鹿
児
島
の
あ
る
べ
き
姿
を
皆
で
考
え
議

論
し
、
最
終
的
に
は
官
民
の
立
場
の
利
害

を
超
え
て
、
鹿
児
島
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
作
り
上
げ
る
た
め
の
各
種
事
業
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と

述
べ
た
。 1月

9日

フォトニュース
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消
費
税
の
軽
減
税
率
に
つ
い
て
学
ぶ

商
業
部
会
・
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
会
12
月
合
同
委
員
研
修
会

■
日
時　
12
月
3
日　
18
時
30
分
～

■
場
所　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
講
師

鹿
児
島
税
務
署 

法
人
課
税
第
三
部
門

統
括
国
税
調
査
官　
岩
下 

敬
三 

氏

■
演
題

　
消
費
税
の
軽
減
税
率
に
つ
い
て

■
概
要

本
年
10
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費

税
の
増
税
に
伴
う
軽
減
税
率
の
導
入
に
向

け
、
経
営
者
が
理
解
し
て
お
く
べ
き
制
度

の
ポ
イ
ン
ト
や
、
事
前
の
対
応
策
に
つ
い

て
説
明
。

軽
減
税
率
は
食
品
表
示
法
に
規
定
す
る

食
品（
酒
税
法
に
規
定
す
る
酒
類
を
除
く
）

の
譲
渡
と
、
週
2
回
以
上
発
行
さ
れ
る
定

期
購
読
の
新
聞
が
該
当
す
る
。

食
品
に
つ
い
て
は
外
食
や
ケ
ー
タ
リ
ン

グ
は
軽
減
税
率
対
象
と
な
ら
ず
、
標
準
税

率
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
複
雑
な
判
断
が
必

要
と
な
る
た
め
、
ミ
ス
な
く
正
確
な
経
理

処
理
を
行
う
よ
う
対
象
品
目
を
正
し
く
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で

購
入
す
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
イ
ー
ト
イ
ン

食
品
の
税
率
区
分
、
陶
器
等
が
一
体
化
し

た
食
品
の
軽
減
税
率
適
用
の
基
準
な
ど
判

定
が
複
雑
な
事
例
に
つ
い
て
詳
し
い
解
説

を
行
っ
た
。

ま
た
、
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
等
の
種

類
や
概
要
、
申
請
の
流
れ
な
ど
、
今
後
の

企
業
経
営
に
お
け
る
業
務
改
善
の
方
策
を

説
明
し
た
。

今
後
は
、
消
費
税
率
の
増
税
や
軽
減
税

率
の
導
入
で
企
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
制
度
改
正
が
段
階
的
に
実
施
さ
れ
る
。

事
前
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
業
務
シ
ス
テ

ム
の
改
修
も
含
め
、
よ
り
一
層
計
画
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

九
州
域
内
に
お
け
る
交
通
の
課
題
と

九
州
運
輸
局
の
取
り
組
み

運
輸
・
交
通
部
会
委
員
研
修
会

■
日
時　
12
月
10
日　
17
時
～

■
場
所　
当
商
工
会
議
所
14
階
会
議
室

■
講
師

　
九
州
運
輸
局
鹿
児
島
運
輸
支
局

支
局
長　
古
川 

浩
之 

氏

■
概
要

平
成
25
年
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
交
通

政
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
は

交
通
政
策
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
基
本

方
針
と
し
て
、
使
い
や
す
い
交
通
の
実
現
、

国
際
・
地
域
間
の
旅
客
交
通
・
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
安
心
・
安
全
な
交

通
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り
の
３
つ
が
柱
と

な
っ
て
い
る
。

九
州
運
輸
局
で
は
、
基
本
計
画
の
具
現

化
に
向
け
、
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
や
交
通
関
連
労
働
者
の
環
境
改
善
、

人
材
不
足
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

具
体
例
と
し
て
、
宮
崎
県
で
は
事
業
者

と
自
治
体
が
相
互
連
携
を
図
り
、
バ
ス
路

線
の
維
持
と
物
流
の
効
率
化
を
目
指
し
、

路
線
バ
ス
に
よ
る
宅
配
便
の
輸
送
を
開
始

し
た
。

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の

策
定
を
推
進
し
、
都
市
部
の
輻
輳
・
競
合

す
る
バ
ス
路
線
の
再
編
や
、
過
疎
地
域
で

の
交
通
空
白
地
域
へ
の
対
応
な
ど
課
題
解

決
に
向
け
て
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

本
年
10
月
に
迫
る
消
費
税
率
の
引
上
げ
、

軽
減
税
率
制
度
導
入
へ
の
準
備
を

税
制
委
員
会
研
修
会

■
日
時　
12
月
17
日　
13
時
30
時
～

■
場
所　
当
商
工
会
議
所
14
階
会
議
室

■
講
師

　
日
本
商
工
会
議
所 

　
理
事
・
産
業
政
策
第
１
部
長荒

井 

恒
一 

氏

■
演
題

　
中
小
企
業
の
た
め
の
消
費
税
率
引
上
げ
・

軽
減
税
率
制
度
導
入
対
策
セ
ミ
ナ
ー

■
概
要

い
よ
い
よ
本
年
10
月
か
ら
消
費
税
率
の

引
上
げ
、
軽
減
税
率
制
度
導
入
が
実
現
化

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

商
工
会
議
所
と
し
て
は
、
軽
減
税
率
制

度
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
）に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の
経
理
事

務
が
煩
雑
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
現

在
も
反
対
の
立
場
で
は
あ
る
が
、
一
方
で

導
入
へ
向
け
準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

の
も
事
実
で
あ
る
。

軽
減
税
率
制
度
で
は
、
店
内
飲
食
と
持

ち
帰
り
で
税
率
が
異
な
る
場
合
や
、
似
た

よ
う
な
商
品
で
も
税
率
が
異
な
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
早
め
に
自
社
の
取
扱
商
品
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
お
客
様
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
、

ど
ち
ら
の
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か
、

わ
か
り
や
す
い
価
格
表
示
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

さ
ら
に
、
請
求
書
等
は
複
数
の
税
率
を

管
理
す
る
た
め
、
様
式
変
更
が
生
じ
る
場

合
も
あ
る
。

制
度
導
入
ま
で
１
年
を
切
っ
て
い
る
の

で
、
早
め
に
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

部会・
委員会
活動報告

部会・委員会活動報告
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人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

会
長　

坂
本 

光
司

に
学
べ

快
進
撃
企
業

国
内
建
設
業
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
５
社
、

準
大
手
中
堅
ゼ
ネ
コ
ン
50
社
、
そ
し
て
中

小
の
ゼ
ネ
コ
ン
２
万
社
を
は
じ
め
と
し
て
、

全
国
に
約
50
万
社
が
存
在
す
る
。

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
は「
斜
陽
産
業
」「
時
代

遅
れ
産
業
」「
過
重
労
働
産
業
」「
３
Ｋ
職
場
」

「
違
法
建
築
業
界
」「
万
年
人
手
不
足
産
業
」

「
男
性
産
業
」「
品
質
偽
装
産
業
」「
公
共
工
事

依
存
産
業
」「
談
合
産
業
」「
労
災
隠
し
産
業
」

「
社
会
保
険
未
加
入
産
業
」と
揶や

ゆ揄
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
課
題
の
多
い
産
業
の
一
つ

で
あ
る
。

こ
う
し
た
業
界
に
あ
っ
て
、
こ
れ
が

同
じ
建
設
業
な
の
か
と
思
う
ユ
ニ
ー
ク
な

企
業
が
あ
る
。
そ
の
企
業
は
大
阪
市
淀
川

区
に
本
社
を
有
す
る
三
和
建
設
株
式
会
社

と
い
い
、
社
員
数
は
１
２
５
人
、
年
商
は

１
０
０
億
円
強
で
、
中
堅
ゼ
ネ
コ
ン
に
位

置
す
る
企
業
で
あ
る
。

同
社
の
創
業
は
１
９
４
７
年
、
現
社
長

の
森
本
尚
孝
氏
は
４
代
目
で
あ
る
。
同
社

が
注
目
さ
れ
て
い
る
理
由
は
多
々
あ
る
が
、

あ
え
て
二
つ
挙
げ
る
な
ら
ば
、
一
つ
は
過

去
も
現
在
も
、
業
界
の
多
く
が
依
存
す
る

公
共
工
事
に
は
ほ
と
ん
ど
頼
ら
ず
、
独
自

の
力
で
民
間
市
場
を
創
造
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
主
事
業
は
、

工
場
や
倉
庫
・
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
設
計
施

工
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
業
界
で
評
価
の

高
い
工
事
が
、
食
品
工
場
の
設
計
・
施
工

で
あ
る
。

そ
し
て
同
社
が
注
目
さ
れ
て
い
る
も
う

一
つ
の
要
因
は
、
そ
の
経
営
の
考
え
方
・

進
め
方
で
あ
り
、
そ
の
中
核
の
工
事
・
設

計
・
施
工
し
て
き
た
建
物
は
も
と
よ
り
、

そ
れ
以
上
に
人
を
重
視
し
、
人
本
主
義
経

営
を
愚
直
に
実
践
し
て
き
た
経
営
姿
勢
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
同
社
の
存
在
目
的
・
使

命
で
あ
る
経
営
理
念
に
も
明
確
に
示
さ
れ

て
い
る
。
経
営
理
念
は「
つ
く
る
ひ
と
を
つ

く
る
」で
あ
る
。
そ
の
意
味
は「
建
物
を
つ

く
る
」「
技
術
を
つ
く
る
」「
価
値
を
つ
く
る
」

「
お
客
さ
ま
を
つ
く
る
」「
信
頼
を
つ
く
る
」

「
社
会
を
つ
く
る
」「
仲
間
を
つ
く
る
」「
会
社

を
つ
く
る
」「
歴
史
を
つ
く
る
」。
そ
し
て

「
す
べ
て
は
ひ
と
が
つ
く
り
ま
す
。
だ
か
ら

つ
く
る
ひ
と
を
つ
く
り
ま
す
」と
あ
る
。

理
念
経
営
を
実
践
す
る
た
め
、
い
い
社

風
の
醸
成
や
、
社
員
が
誇
り
と
連
帯
感
を

高
め
る
た
め
の
経
営
の
実
行
や
実
施
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
社
員
一
人
一
人
の
働

き
が
い
を
高
め
る
、
き
め
細
か
い
諸
制
度

が
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
。

先
日
、
機
会
が
あ
っ
て
同
社
を
訪
問
し

た
が
、
社
内
に
は「
い
い
風
」が
流
れ
、
理

念
が
見
事
に
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

余
談
で
は
あ
る
が
、
業
界
の
入
社
後
３

年
間
の
大
卒
社
員
の
離
職
率
は
約
３
割
だ

が
、
同
社
で
は
１
割
以
下
な
の
だ
そ
う
だ
。

公
共
事
業
に
依
存
し
な
い
三
和
建
設

Sakamoto Kouji　さかもと・こうじ
人を大切にする経営学会会長。1947年生まれ。福
井県立大学教授、静岡文化芸術大学教授。法政大
学大学院政策創造研究科（地域づくり大学院）教授、
同静岡サテライトキャンパス長などを歴任。国や
県、市町、商工会議所などの審議会・委員会の委
員を多数兼務している。著書に『日本でいちばん大
切にしたい会社』（あさ出版）、『この会社はなぜ快
進撃が続くのか』（かんき出版）など。

快進撃企業に学べ
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INFORMATION
インフォメーション

商工会議所が実施する検定試験は企業現場で求められる実践的な能力を育成し、評価・認定することを目
的としており、知識やスキルの習得が客観的にわかる公的資格として高い評価を受けています。従業員の能
力向上・戦力アップにぜひお役立てください。

平成３１年度　鹿児島商工会議所検定試験日程のご案内

【問い合わせ先】　鹿児島商工会議所 企業支援部 企業支援課
　　　　　　　　TEL: 099-225-9522　FAX: 099-227-1977　ホームページ　http://www.kagoshima-cci.or.jp

検定試験名
受験料（税込） 試験日程

級数 2019年
9月まで

2019年
10月以降 試験回 実施級 試験日

日
商
・
日
珠
連

日商簿記
1級 7,710円　 7,850円 第152回 1級 ･2級 ･3級 2019年	 6月	 9日（日）
2級 4,630円 4,720円 第153回 1級 ･2級 ･3級 2019年11月17日（日）
3級 2,800円 2,850円 第154回 2級 ･3級 2020年	 2月23日（日）

リテールマーケティング
（販売士）

1級 7,710円　　　 7,850円 第84回 2級 ･3級 2019年	 7月13日（日）
2級 5,660円 5,770円

第85回 1級 ･2級 ･3級 2020年	 2月19日（日）3級 4,120円 4,200円

日商珠算（そろばん）

1級　　　　　       　　　　　　　　　　　　　2,300円　　　　　       　　　　　　　　　　　　　2,340円
第216回
第126回

珠算能力・段位　　　　　　　　　　　　　

2019年	 6月23日（日）2級 1,700円 1,730円
3級 1,500円 1,530円

4～6級 1,000円 1,020円
第217回
第127回 2019年10月27日（日）7～10級 900円 910円

珠算・暗算 2,900円 2,950円
珠算のみ 2,500円 2,550円 第218回

第128回 2020年	 2月	 9日（日）暗算のみ 1,200円 1,220円
準1級　　　　　　2,000円　　　　　2,040円 第108回

下級珠算・暗算

2019年	 4月14日（日）準2級 1,600円 1,630円
準3級 1,300円 1,320円 第109回 2019年	 8月	 4日（日）珠算4～6級 1,000円 1,020円

珠算7～10級 900円 910円 第110回 2019年12月	 8日（日）暗算1～10級 900円 910円

東　
商

カラーコーディネーター®

1級 9,440円 9,620円 第46回 2級 ･3級 2019年	 6月16日（日）
2級 7,340円 7,480円

第47回 1級 ･2級 ･3級 2019年12月	 1日（日）3級 5,250円 5,340円

ビジネス実務法務®

1級 10,800円 11,000円 第45回 2級 ･3級 2019年	 6月30日（日）
2級 6,480円 6,600円

第46回 1級 ･2級 ･3級 2019年12月	 8日（日）3級 4,320円 4,400円

福祉住環境
コーディネーター®

1級 10,800円 11,000円 第42回 2級 ･3級 2019年	 7月	 7日（日）
2級 6,480円 6,600円

第43回 1級 ･2級 ･3級 2019年11月24日（日）3級 4,320円 4,400円

環境社会（eco 検定）® − 5,400円 5,500円 第26回 級の設定なし 2019年	 7月21日（日）
第27回 2019年12月15日（日）

ビジネスマネジャー® − 6,480円 6,600円 第9回 級の設定なし 2019年	 7月14日（日）
第10回 2019年11月10日（日）

日
商
ネ
ッ
ト
試
験

簿記初級 − 2,160円 2,200円
原価計算初級 − 2,160円 2,200円

日商 PC
（文書作成・データ活用・
プレゼン資料作成）

1級 10,290円 10,480円
2級 7,200円 7,330円
3級 5,140円 5,240円

Basic 4,120円 4,200円

日商プログラミング

EXPERT − 6,600円
STANDARD 5,400円 5,500円

BASIC 4,320円　　　 4,400円
ENTRY 3,240円 3,300円

電子会計実務
1級 10,290円 10,480円
2級 7,200円 7,330円
3級 4,120円 4,200円

日商ビジネス英語
1級 7,200円　　　　　　　　　　　　　　　7,330円
2級 5,140円 5,240円
3級 4,120円 4,200円

キーボード操作技能
（ビジネスキーボード）
（キータッチ2000テスト）

ビジネス
キーボード 2,570円　　　　　　　　　　　　　　　　　2,620円

キータッチ
2000 1,540円 1,570円

平成31年度、『日商プログラミング検定』が創設されます！
《日商プログラミング検定とは…》
●初めて学ぶ方から IT 技術者を目指す方まで、学習の進

捗度に応じて段階的に受験できます。
●プログラミングスキルの習得に関する事項を中心とし

た試験内容・範囲です。
●知識のみならず、実技でプログラミングスキルを問い

ます。（EXPERT・STANDARD レベルのみ）
●インターネットを介したネット試験方式で随時受験可

能です。

日商ネット試験は各施行機関（会場）にて随時実施しています。
ただし、日商 PC、電子会計実務、日商ビジネス英語の1
級試験の日程は2019年10月6日（日）、2020年2月16日

（日）です。　
詳細は「商工会議所の検定試験」ホームページ (http://www.
kentei.ne.jp/) にてご確認ください。
日本商工会議所ホームページ
商工会議所ネット試験の会場について 検索

NEW
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全国約２６万社があなたの取引先候補！

ザ・ビジネスモール
簡単・安心のシステムで取引先拡大のチャンス！

INFORMATION
インフォメーション

◆特定商工業者とは…
4月1日現在において、鹿児島市内で事業を始めてから6カ月以上経

過している商工業者のうち、資本金300万円以上、または、従業員
20人以上（商業、サービス業は5人以上）の方です。

《特定商工業者制度は商工会議所法で定められている制度です》
◆商工会議所は、商工会議所法に基づき、特定商工業者の実態を把握

するために法定台帳を整備し、商工業の総合的な改善・発達を図る
ための基礎資料として役立てています。

◆特定商工業者に該当する一定規模以上の事業所には、その事業内容
の登録 ( 法定台帳の提出 ) と経費負担 ( 負担金の納入 ) をご協力い
ただいています。

《負担金の納入について…》
負担金は、法定台帳の作成、管理および運用に要する経費の一部に

充当するものです。
平成30年度の負担金のご納入がお済みでない事業所におかれまし

ては、改めて請求書をお送り致しますので、期限までにご納入くださ
いますようお願い申し上げます。

特定商工業者の皆さまへ 特定商工業者負担金納入のお願い

【会員限定・登録無料】
《ザ・ビジネスモールとは…》

「ザ・ビジネスモール」は、全国の商工会議所や商工会が共同運営する商
取引支援サイトです。

自社を全国に PR する、取引先を探すなど、ビジネスの活性化や業務の
効率化に是非ご利用ください。

《簡単・安心のシステムで商談成立へ！》
❶無料でホームページが作れます。

ザ・ビジネスモールサイト内に、簡易ホームページ ( 企業名・所在地・業種・企業 PR・画像付商品紹介等 )
を無料で開設できます。
❷企業を検索できます！ 

全国約26万社が取引先の候補です。求める相手を地域、業種、キーワード等ですばやく検索できます。
❸『買いたい』情報を発信できます！

求めている商材の情報を登録するだけで、お見積りやご提案が複数社からメールで届きます。
❹『新規取引』を拡大できます！

提案・見積り依頼のメールを受信・提案できます。

登録方法（無料）
①ザ・ビジネスモールのホームページ 

(https://www.b-mall.ne.jp/) に 
アクセス

②｢ユーザー登録｣ボタンをクリック
し、案内にしたがって登録

	（５～10分程度）
③当商工会議所が情報確認後｢ID｣

を発行
④メールで届いた「ID」とご自身で

設定した「パスワード」でログイン
し、企業情報・PR 情報を更新

負担金額　年額2,500円 納入期限　平成31年3月15日

■お問い合わせ先　鹿児島商工会議所 企業支援部 企業支援課　TEL: 099-225-9522
　　　　　　　　　ザ・ビジネスモール事務局（大阪商工会議所内）　TEL: 050-7105-6220

■お問い合わせ先　企業支援部 企業支援課　TEL: 099-225-9522

資本金額または払込出資金
額が300万円以上ですか？

従業員数が20名以上ですか？
（商業・サービス業は5人以上）

あなた（貴社）は
該当しません。

法人ですか？個人ですか？

①法定台帳調査票のご提出をお願い
いたします。

②法定台帳を作成・管理・運用する
ための経費（法定台帳負担金年額
2,500円）をご負担いただきます。

あなた（貴社）は特定商工業者です

START

法人

はい

はい

いいえ

いいえ

個人

◆対象判定のフローチャート
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鹿児島商工会議所ビル1F

※下記のような利用特典がございます。

◆貸室使用料（平日使用料金・税抜） （単位：円）

貸　室

アイムホール（1/1）
　　〃　　　（1/2）
　　〃　　　（1/4）
第1会議室
第2会議室
第3会議室

面積
（㎡）

274
137
68
46
37
33

人員
（人）

180
81
36
30
24
18

A
9：00～
　12：00
45,000
28,000
20,500
18,500
14,000
13,500

B
9：00～
　17：00
95,000
59,500
40,500
38,500
29,000
28,000

C
13：00～
　17：00
56,000
34,500
23,000
20,500
15,500
14,500

D
17：30～
　21：30
60,500
37,500
27,000
24,000
19,500
17,500

「アイム」は鹿児島商工会議所ビルが人と情報が行き交うビルになることを願って、「出逢いは自己紹介から始まる」ことに着眼
し、英語の「I’m」（私は）と命名したものです。Iにはインフォメーション、インテリジェント、mにはメトロポリス（中心地）、ミート（出会
い）などの意味が込められています。

アイムは、すべての人々のためのインテリジェント・ステージです

INFORMATION
インフォメーション

当商工会議所は、外国人留学生の鹿児島での就職を支援するために、留学生を対象としたインターンシッ
プ事業を実施しています。外国人留学生の採用を考えている企業の皆さまは、ぜひ本事業をご活用ください。

【外国人留学生インターンシップ要項】

受入企業
●実際の仕事（業務）やビジネスマナーの指導などを通じて、外国人留学生に卒業後の就

労に向けた実践的な体験の機会を提供することが可能な企業。
●インターンシップに参加する留学生の指導・監督を行う社員がいる企業

募集期間 ●随時受付（申込受付後、留学生へ企業情報を提供し募集します）

参加学生
●鹿児島県内の大学、大学院、短期大学、専門学校、日本語学校などに在籍している外

国人留学生で、本インターンシップに参加を希望する者（日本語での日常会話に支障
がなければ、学年は問わない）。

報酬について
●当商工会議所が扱うインターンシップは無報酬とします。アルバイトではなく、職場

体験を目的としています。ただし、企業の判断により交通費や昼食代などを支給する
ことに差し支えはありません。

「外国人留学生インターンシップ」受入企業募集のお知らせ

【問い合わせ先】　産業振興部産業振興課　TEL: 099-225-9540　FAX: 099-227-1977

外国人留学生を受け入れるメリット
①外国人材の雇用に向けて、貴重なノウハウの蓄積に役立ちます。
②留学生の受け入れにより、新たな価値観や考えに触れることで、企業活動の活性化も期待できます。
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INFORMATION
インフォメーション

鹿
児
島
市
中
小
企
業
U
I
J
タ
ー
ン

人
材
確
保
支
援
金
の
ご
案
内

鹿
児
島
市
で
は
、
中
小
企
業
の
U
I
J

タ
ー
ン
に
よ
る
人
材
の
確
保
を
支
援
す
る

た
め
、
県
外
で
開
催
さ
れ
る
合
同
企
業
説

明
会
等
に
参
加
す
る
鹿
児
島
市
内
の
中
小

企
業
者
等
に
対
し
て
、
参
加
負
担
金
や
旅

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

雇
用
保
険
の
適
用
事
業
所
で
あ
り
、
納

期
の
到
来
し
て
い
る
市
税
を
完
納
し
て
い

る
、
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
市

内
の
中
小
企
業
者
等（
個
人
事
業
主
や
社
会

福
祉
法
人
、
事
業
協
同
組
合
等
を
含
む
）

■
補
助
対
象
経
費

参
加
負
担
金
、
旅
費
等
の
合
同
企
業
説

明
会
に
係
る
経
費

※
た
だ
し
、
支
援
金
の
交
付
決
定
日
以
降

に
支
出
し
た
経
費
が
対
象

■
補
助
率

2
分
の
1
以
内（
同
一
の
中
小
企
業
者
等

に
対
し
、
同
一
年
度
に
つ
き
10
万
円
を
上

限
。
3
か
年
度
ま
で
。）

■
申
請
方
法

申
請
は
随
時
受
付
。
申
請
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
市
産
業
局
産
業
振
興
部雇用

推
進
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
９（
2
1
6
）1
3
2
5

仕事と家庭の両立支援の取組について
平成30年度 両立支援等助成金のご案内

国では、育児・介護休業法において、子育てや介護など家庭の状況から時間的制約を抱えている時期の労
働者の仕事と家庭の両立支援を進めています。育児休業は、男性も女性も取得できますが、特に男性が育児
休業を取得しやすい職場環境整備や、育児休業後の復職の配慮が重要です。

現在、厚生労働省では、男性が育児休業や育児目的休暇を取得しやすい職場づくりに取り組み、その取組
によって男性に育児休業や育児目的休暇を取得させた事業主等に対して、助成金を支給する制度を実施して
います。

詳しい支給の要件や手続、生産性要件、その他ご不明な点については、厚生労働省ホームページをご覧い
ただくか、最寄りの都道府県労働局へお尋ねください。
◆インターネットでの検索→ 両立支援等助成金　厚生労働省 検索  で検索

事業所内保育施設コース
※平成28年4月～新規計画の認定申請受付を停止中。新たに事業
所内保育施設の設置等を行う場合は、企業主導型保育事業（内
閣府）による助成制度の活用をご検討ください。

女性活躍加速化コース

再雇用者評価処遇コース

育児休業等支援コース

介護離職防止支援コース

出生時両立支援コース
職業生活と
家庭生活の
両立支援

女性活躍推進

男性の育児休暇取得を促進！

仕事と介護の両立支援！

仕事と育児の両立支援！

育児・介護等による離職者の再雇用！

女性の活躍を推進！

事業所内に保育施設を！

19 アイム（2019年2月号）



トレンド通信

日
本
を
代
表
す
る
温
泉
地
の
一
つ
、
静

岡
県
熱
海
市
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
20

年
以
上
に
わ
た
っ
て
減
り
続
け
て
い
た
観

光
客
の
数
が
、
こ
こ
数
年
V
字
回
復
を

見
せ
て
い
る
の
で
す
。
市
の
中
心
に
あ
る

商
店
街
の
熱
海
銀
座
で
は
30
店
舗
の
う
ち

空
き
店
舗
が
10
軒
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
１
～
２
軒
を
残
す
ま
で
に
復
活
し

て
き
ま
し
た
。
若
者
が
行
列
を
つ
く
る
ス

イ
ー
ツ
の
店
や
カ
フ
ェ
も
で
き
て
、
ま
ち

は
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

こ
３
年
ほ
ど
の
復
活
ぶ
り
を「
熱
海
の
奇

跡
」と
呼
ぶ
人
も
い
ま
す
。

先
日
、
熱
海
市
の
齊
藤
栄
市
長
に
復
活

の
理
由
を
伺
い
ま
し
た
。
齊
藤
氏
が
市
長

に
就
任
し
た
２
０
０
６
年
に
は
市
の
債
務

が
数
十
億
円
も
あ
り
、
税
収
も
減
少
傾
向

で
夕
張
市
の
よ
う
に
破
綻
寸
前
で
し
た
。

市
庁
舎
の
建
設
を
先
延
ば
し
し
、
公
共
料

金
を
値
上
げ
す
る
な
ど
、
数
年
か
け
て
支

出
を
抑
え
収
入
を
増
や
す
策
を
取
っ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
ま
ち
が
活
気
を
取

り
戻
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
は
一
時
的
に
集
客
で
き
ま
す

が
、
ス
タ
ッ
フ
は
疲
弊
し
て
持
続
的
な
に

ぎ
わ
い
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま

で
の
イ
ベ
ン
ト
に
頼
っ
て
い
た
集
客
策
を

持
続
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
変
え
ま
し

た
。
し
か
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
東
京
在
住
の

20
代
の
女
性
に
絞
り
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア

に
積
極
的
に
働
き
掛
け
て
露
出
を
増
や
し
、

若
い
女
性
の
来
訪
が
増
え
た
結
果
、
シ
ニ

ア
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ

る
よ
う
に
話
題
の
場
所
・
熱
海
を
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
Ｐ
Ｒ
で
集

客
し
た
と
し
て
も
、
受
け
皿
に
な
る
地
域

の
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
な
ど
の
満
足
度
が
低

い
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
に
は
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
名
物
商
品
の
開
発
や
ブ

ラ
ン
ド
化
に
着
手
し
、
従
来
か
ら
あ
る
観

光
名
所
な
ど
の
地
域
資
源
も
世
界
基
準
の

視
点
で
使
い
勝
手
や
魅
力
を
チ
ェ
ッ
ク
し

直
し
ま
し
た
。

一
番
大
き
い
の
は
役
所
の
職
員
や
商
工

会
議
所
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
も
含
め
市

民
が「
熱
海
は
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」

と
い
う
危
機
感
を
持
っ
た
こ
と
だ
と
齊
藤

市
長
は
言
い
ま
す
。

「
カ
ネ
も
な
い
」「
人
手
も
な
い
」「
で
も
こ

の
ま
ま
で
は
ダ
メ
だ
」。
熱
海
と
規
模
は

違
っ
て
も
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
地
域
や

事
業
者
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
熱
海
の
例

に
倣
え
ば（
１
）現
状
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
運
用

面
の
無
駄
や
切
れ
る
し
が
ら
み
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。（
２
）こ
の
先
自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス

を
支
え
て
く
れ
る
コ
ア
に
な
る
顧
客
は
誰

か
再
確
認
す
る
。（
３
）こ
の
人
た
ち
に
対

し
て
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を

官
民
挙
げ
て
用
意
す
る
。（
４
）こ
の
人
た

ち
に
向
け
て
持
続
的
に
魅
力
を
伝
え
る
努

力
を
す
る
。
と
い
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
市
の
た
め
に
多
額
の
寄
付
を
し
て
く

れ
る
人
が
現
れ
た
り
、
著
名
人
が
本
気
で

地
域
再
生
に
協
力
し
て
く
れ
た
り
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
幸
運
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
人
口
は
こ
の
先
増
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
や
り
方
は
違
い
ま

す
が
、
そ
の
地
域
に
住
ん
で
働
く
こ
と
が

幸
せ
だ
と
思
っ
て
く
れ
る
人
を
持
続
的
に

増
や
す
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
」と
、

市
長
。
た
だ
一
手
で
良
く
な
る
魔
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
理
詰
め
で
地
道
に

手
を
打
つ
こ
と
が
結
局
、
成
果
を
上
げ
る

た
め
の
近
道
な
の
だ
と
齊
藤
市
長
の
話
を

伺
っ
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

活
気
を
取
り
戻
し
た
熱
海
の
方
法
論
か
ら
学
ぶ
も
の

Watanabe Kazuhiro　わたなべ・かずひろ
日経 BP 総研マーケティング戦略研究所上席研究員。
1986年、筑波大学大学院理工学修士課程修了。同年、
日本経済新聞社入社。日経パソコン、日経ビジネス、
日経トレンディなど IT 分野、経営分野、コンシュー
マ分野の専門誌編集部を経て現職。全国各地の商工
会議所などで地域振興や特産品開発のための講演・
コンサルを実施。消費者起点のものづくりをテーマ
に地域発のヒット商品育成を支援している。
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ジョブ・カードとは…
ジョブ・カードとは、①生涯を通じたキャリア・プランニングと②職業能力証明の機能を担うツールです。個

人のキャリアアップや多様な人材の円滑な就職活動を促進するために、労働市場のインフラとして、キャリアコ
ンサルティングなどの個人への相談支援のもと、就職活動や職業能力開発などの各場面で活用するものです。

人材開発支援助成金（特別育成訓練コース・有期実習型訓練）とは…
ジョブ・カードを活用した Off-JT（座学など）と OJT（実習）を効果的に組み合わせた実践的訓練です。訓練を

実施する企業では、訓練期間を通じて訓練生の適性や職業能力などを判断したうえで、正社員として継続雇用
できますので、採用時のミスマッチや早期離職のリスクを軽減できます。

加えて、一定の要件を満たしている場合には、訓練の終了後に国から助成金が支給されますので、訓練の実
施に要するコストを削減できます。

活用する企業にとってのメリット 助成の内容
⃝訓練期間を通じて訓練生の適性や職業能力を判

断することによって、採用時のミスマッチや早
期離職のリスクを軽減できます。

⃝訓練カリキュラムに盛り込んだOff-JT（座学など）
と OJT（実習）を通じて訓練生の職業能力を高め
ることによって、有能な人材を育成できます。

⃝自社のパートやアルバイトなどの非正規雇用労働
者を正社員として登用するときも活用できます。

⃝人材の育成や能力開発に積極的な企業であるこ
とを対外的に PR できます。

⃝訓練の終了後に国から支給される助成金を活用
することによって、訓練の実施に要するコスト
負担を軽減できます。

⃝訓練生の賃金に対する助成
1人1時間当たり760円〈960円〉

（475円〈600円〉）

⃝経費に対する助成
（教材費、外部講師の謝金、施設・設備の借上

料、外部の教育訓練機関に支払う入学料、受
講料など）

1人当たり Off-JT（座学など）の訓練時間数に
応じた上限額
100時間未満：	 10万円（7万円）
100時間以上200時間未満：	20万円（15万円）
200時間以上：	 30万円（20万円）

⃝実施に対する助成
1人1時間当たり760円〈960円〉

（665円〈840円〉）
〈　〉は生産性要件を満たした場合、（　）は大企業の場合。

ジョブ・カードを活用した人材開発支援助成金

社員をしっかり育てたい経営者・人事労務担当のみなさまへ

自社のニーズに合った
人材育成のための
助成金制度があります！

鹿児島県地域ジョブ・カードセンター
鹿児島商工会議所 企業支援部 / 鹿児島商工会議所ビル13階

事前に訓練計画などを策定し労働局長の確認が必要です。
まずは、
商工会議所に
ご一報ください。

TEL: 099-225-9566　FAX: 099-225-9570
制度のお問い合わせ先

訓練を終了し、一定の要件を
満たす企業に対する

Off-JT
（座学など）

OJT
（実習）
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